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1. 繋留気球による鵡川附近の海霧の観測

遠藤辰雄・榎 国夫・田沢誠一

(北海道大学理学部地球物理学教室)

一昭和 38年6月受理

1. まえがき

千歳~:~t荏における飛行機の発着をさまたげる海誠について，綜合観測をするため，昨年に

ひきつづき，今年も 7月1日から 10日間，北海道大学班学部地球物原学教病第三法政(気象

学)では，太平洋を望む海岸，鵡川において，t毎1訟の観測を行なった。

そのーっとして，揚が出たときの地|二F付近の率直構造を，気球lこつけたメテオログラフlと

より観測した。その二，三の結果と解析その他を述べ，また同時[こテストされたドロップゾン

デとたまたま比較できる条件にめぐまれたので，その結果もあわせて報告-する。

11.方法

メテオログラフは，第 1図のように，全体がアノレミニュウム製の軽良なもので，エレメン

トは下部の通風路と胴体内lζ夫々，パイメタノレ，モ髪とアネロイドがあり，それらによる温度，

程度，気圧は [j郊にある時計っき円筒lζ，すす書きされるものである。大きな衝撃を除くと，

ほとんど順調にI'i記された。

このメテオログラフは， 第2図の如く水素ガ、ス入りパノレーンにつけ， 500mのロープにつ

けて放たれ， 1!!e風状態で地上450mまで上げることが出来た。しかし強風時l乙パノレーンが地

上lζ近いところでは，ゆれがひどく，ほとんどメテオログラフが使用に耐えなかった G 尚，第

2図lこ示される様lζ，メテオログラフの通風路が風に沿う絞lζ方向舵をつけ，またロープとの

接触をさけるため，アームを出して附けた。パlレーンの高度については， トランシットによる

三角測量と気圧計の白記記録の結果とで計算して求めた。

航空路をさけて，議の最も多いところから多少離れたところに位置したことと，時期的な

制約のためもあって，余り典型的な弱lこ出会うことがなかったが，二，三の場の通過H寺の結果

と海岸における，逆転居の時間的変化の例など，とらえることが出来た。

111. 結果とその考察

1. 霧の通過時にみられる垂直構造

ζの地方の誘は，ほとんど，移流湯である乙とがヲこれまでに観測されている。 7月3日

9時lζ，遭遇した援は，小さないくつもの塊となって地上を通過し，その11守の地上附近の垂直
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第 3図 霧i侍の垂直構造の時間的変イち

Time variation of vertical structure of air temperature 

and humidity during fog. 

Fig. 3. 

湿度をヨコ紬は温度，構造の時間的変化が第 3 図[ご示されている。図のタテ ~ífR は高度を示し，

地上観測によるj品度から図の点線を想像し上空のデ{夕{はないが，2日15rI寺lこは，不す。

た。白まるに実線は 2日24rI:I]¥黒まるに破線は 3日9f1寺，掛まるに鎖線が 3臼 17r埼の垂i]引等

2日15時から 3日17時までの地上の泊度変化の様子が第 3図下端にまたその間，

矢印で示す。

造である。

ピ

湿度が，ほとんど 100%であることがわかる。

メテオログラフとー絡に附けた回転式霧粒抽出機1)iこより測定した霧粒のー

地上 200m{立に，の観測されたときは，2日夜半及び 3日の 9時にみられるように，

その層以下では，円クをもっ接地逆転であり，

ζ のi時，尚，

第 3区|で及びその粒の大きさと高度分布のデ{タ{を合せて示している。又，定体積rjJの数，

おおよその高度を目視による，3日9f苛のカ戸ブにしるされた点詳は霧の塊が主に通過した，

観測された霧粒の数を示す。又，観測された霧粒の大きさは，大部分，示し，その右の数字は，

それらによると，地上 50mぐらいが最も霧が濃く， 1m'直径 17μ から 30μ のものであった。

中0.06gの合水量であった。

1) T. Okita; Observation of the vertical structure of a stratus cloud and radiation fogs in relation 
to the mechanism of drizzle formation. Tellus， 14， No. 3 (1962)， 310-322. 
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第 4図水蒸気の A 直混合

Fig. 4. Vertical mixing of lower moist air. 

7月2日15時，及びラ 2日24f時のメテログラフのデ戸タ{と，地上初訊uの自記計のデ{

タ{とから，次のように考えられる。

即ち 2日15時のほとんど乾燥断熱的と考えられる構造ーから，だんだんと， 2 B 24時の

接地逆転が，出来たものと思われる。更に，その後， 3日15I時{ごは，再び乾燥断熱的な*iW迭に

もどっている。そ ζで，この逆;宏信:の消滅?とついて欠の様l乙考える(第 4図参照)。

3日9時と 3日17時の， 50m勾:の混合比の宝|立分布は，第4図左端l三示す知くである。

そζで， 9時の混合比に絞べて， 17時のそれの方が，高度i三関して一涼なのはラ充分に，水蒸

気の垂直混合が行なわれたためと考えられる。尚， 17 n寺にはI問の 9時よりも混合比の少ないの

は，更に上空の乾いた屈との主直混合によるものと考えられる。事実 9時には，第4図右端j

lと見られるようにヲ上空に乾いた が存在していた。

結局，乙の霧を，おさえていた逆伝層は，地上附近の鉛直方向の混合{とよって破られたこ

とlこなる。

2. 逆転層の高度変化

第5図は 7月4日の観測値を示す。

9時27分に上げたノミソレ pーンは，比較的長い時間，上空{と放置した後，下したのだが，同図

で実線は上り，破線は下りを示し，また数字は時刻を示す。そ ζで上りと下りとにおいて，逆

転居が観測され，そのど{クの形が酷{以している乙とから，日j一系統の気境と考えられる。
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第 5図

Fig. 5. 

およこの逆転居は，上りでとらえた高度より下りでとらえた高度の方が，それによると，

その時の風速からみて，勾配のある逆転層そ30分ぐらいで， 100mほど上昇したととになる。

が移動したと考えるととも出来るが，著者らは次の様lζ考える。

持ち上っ上りのカーブで示される垂直構造を持つ気層が，矢印で示す様lζ乾燥断熱的i乙，

たとすれば，破線の様になり，下りの実線カーブとよく一致する。(但し，持ち上った距離は，

地上高に比例すると仮定した。)

日中になって，気層が，時間的に上昇したものではなかろうか。このことから，

なんであるかについては，局部的収束など考えられるが，確かめこの持ち上げの要因が，

ることが出来ない。

そここの海岸地帯lとは，早期lζ逆転層が低くはりだし，また，霧のまったくない日でも，

通過しやす乙の地方に移流霧が持続され，l乙霧が保持される条件を備えていることがわかり，

いことを示すものと思われる。

ドロップゾンデとメテログラフとの比較3. 

7月4日15時の観測中l乙観測点の上空で，同教室のドロップゾンデ投下テストが行なわ

まったく故障なしで回収人為的に受けとめられ，このドロップゾンデが，着陸前K，

されるという，珍らしいことが起った。

れたが，
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第 6図 ゾンデとメテオログラフによる結果の比較及び温度の霊直構
造の時間的変化

Fig. 6. Comparison of results from radio-sonde and meteorograph， 
and time variation in vertical structure of air temperature. 

そこで，まだ発信しているゾンデをメテオログラフとー絡に，パノレーンlこつけて， (第2図

下端参照)ひきつづき，観測を試みた結果が第6図である。

受信の都合で， ドロップゾンデの方は温度のみが記録された。それによると，較正による

ずれを除けば，第6図左方の破線(メテオログラフ)及び鎖線(ドロップゾンデ)，にみられるよ

うに，相当似ていることがわかる。

また，その直前に得たメテオログラフの 15時頃の上り，下り(実線)，のカーブと比較する

と，二，三時間程度の上空の垂直構造の変化を知るととができ，地上ではほとんど変化のない

ときでも，少し上空では，時々刻々，かなりの変化のある ζ とが注目される。

IV. 結言

以上の観測lから，次のことがわかった。即ち

(1) 夜間の逆転層は，日中の垂直混合により破壊される。

(2) 地表附近の気層が日中に断熱的lζ持ち上げられる。

(3) 地上lと，変化がなくても，上空200m附近では，顕著な変化がある。

(4) 特に注目される ζ ととして，霧のないときでも，低い逆転層がみられたととである。こ
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れは，木村・石崎による昨年の観測2)1ζもみられていない。

とれらの特徴，及び日変化を考慮した上で，霧を観測することが必要であり，更に，地上

観測以上1<::，地上附近の上空の垂直構造を知ることが大切で，人工消霧lと際しては，その時間

的変化など，充分lと考慮される必要があると思われる。
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1. Observation.s of Sea Fog by Means of a Captive Balloon 

By Tatsuo EN以)， Kunio ENOKI and Seiichi T AZA W A 

(Department of Geophysics， Faculty of Science， Hokkaido University) 

For the purpose of studying of the properties of the advection fog (from the sea) 

which prevents flying 0妊 andlanding of airplane at Chitose Airport， the members of the 

meteorological laboratory Hokkaido University made observation of the sea fog by m巴ans

of a captive balloon at Mukawa near the coast of the Pacific Ocean， during the period 

from 1 to 10 July 1962. 

For the results of the observation， the authors studied the vertical structure of the air 

layer near the ground during fog. 

The results of the observation may be summarized as follows: 

(1) Inversion layer produced at night was broken down by vertical mixing in day time. 

(2) The air Iayer near the ground was lifted up dry-adiabatically in day time 

(3) In spite of no variation of air temperature at the ground， there was striking varia-

tion of air temperature about 200 m above the ground. 

(4) Even though the weather was not foggy， low level inversion was frequently observed. 

2) 木村忠志・石崎健二;苫小牧海岸における家層の垂直分布について，天気， 1 (1963)， 5-8. 


